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項目 数式 令和２年度実績

下水道使用料収入 ① 690,644（千円/年）

汚水処理費 ② 851,852（千円/年）

年間有収水量 ③ 5,676,921（m3/年）

使用料単価 ④＝①／③ 121.6（円/m3）

汚水処理原価 ⑤＝②／③ 150.0（円/m3）

経費回収率 ④／⑤ 81.1（％）
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愛知中部水道企業団が発行する通知書の例（赤枠内の数字が有収水量です）
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下水道使用料と費用の現状

有収水量とは、料金徴収の対象となった水量です。



• 使用料単価とは、有収水量１㎥あたりの下水道使用料収入です。

　
使用料単価（円/ ㎥ ）＝下水道使用料収入（円/年）÷有収水量（ ㎥/年 ）

計算式　

長久手市下水道事業の令和２年度実績　

　使用料単価（円/㎥）＝690,644,000（円/年）÷5,676,921（㎥/年）

　　　 　　　　　　　≒121.6（円/㎥）
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• 有収水量１㎥あたりの汚水を処理するのに要する費用（公費負担分を除
く）です。公費負担分は、料金収入とは別に国が決めた一般会計でまか
なうべきとされる金額です。

　

汚水処理原価（円/ ㎥ ）＝汚水処理費（円/年）÷有収水量（ ㎥/年 ）

（以後、「汚水処理原価」とします）

計算式　

長久手市下水道事業の令和２年度実績　

　汚水処理原価（円/㎥）＝851,852,000（円/年）÷5,676,921（㎥/年）

　　　 　　　　　　　　≒150.0（円/㎥）
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• 汚水処理にかかる経費を、どの程度使用料収入でまかなえているかを表

した指標であり、使用料水準等を評価することが可能となります。これが

100％であれば使用料収入で経費をまかなえていることになります。　

経費回収率（％）　＝　使用料単価（円/ ㎥ ） ÷汚水処理原価（円/ ㎥ ） ×100

計算式　

長久手市下水道事業の令和２年度実績　

経費回収率（％）＝121.6（円/年）÷150.0 （円/年）≒81.1（％）
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項目 数式 令和２年度実績

下水道使用料収入 ① 690,644（千円/年）

汚水処理費 ② 851,852（千円/年）

年間有収水量 ③ 5,676,921（m3/年）

使用料単価 ④＝①／③ 121.6（円/m3）

汚水処理原価 ⑤＝②／③ 150.0（円/m3）

経費回収率 ④／⑤ 81.1（％）

• 長久手市下水道事業の経費回収率は令和2年度実績が81.1％となって

います。100％に満たないので、使用料収入でまかなえていない

状況です。　
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• 総務省は、地方公営企業へ拠出する一般会計繰入金の基準を定めて

おり、雨水処理に要する経費、分流式下水道等に要する経費などにつ

いては、下水道事業の公共性から、一般会計で負担するべき経費（基

準内繰入金）としています。

• 使用料収入および基準内繰入金だけでは不足する場合には、一般会計

から繰り出す基準外繰入金で補填します。

令和2年度

基準内繰入金 250,920（千円）

基準外繰入金 161,208（千円）

合計
（一般会計繰入金） 412,128（千円）

長久手市下水道事業の一般会計繰入金の金額（令和2年度）　
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※基準外繰入金については、利益分を控除しています。
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汚水処理原価

150.0円/㎥

その他原価

44.2円/㎥

10

収入　　　　　　　　　支出

下水道使用料と費用の現状

一般会計が
負担すべきと
されている金

額。

使用料収入
や基準内繰
入金だけで

運営できない
のでそれを
補てんする
目的で一般

会計から繰り
出す金額。

施設の維持
管理費等の
総額から適
正な使用料
収入（150円）
を差し引いた

金額。

適正な使用料
収入150円は、
国が定めた基

準です。



• 地方公営企業である下水道事業は、その経営に要する

経費は下水道使用料をもって充てる独立採算制が原則

とされています。
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下水道使用料の検討

ケース１
現行使用料を

継続する

　このケースでは、経費回収率が８１％前後となり、基
準外繰入金が毎年必要となる見込みです。

ケース２
基準外繰入金

をなくす

　このケースでは、目標である経費回収率１００％を達
成し、基準外繰入金をなくすことができます。この場合、
令和２年度ベースで現行使用料から１．２３倍の料金改
定が必要になります。

ケース３
基準外繰入金
と基準内繰入

金をなくす

　このケースでは、経費回収率１２９％となり、基準外・
基準内繰入金の両方をなくすことができます。この場合、
令和２年度ベースで現行使用料から１．６倍の料金改
定が必要になります 。

※いずれのケースも、資産維持費は含めません。　
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経費回収
率100％
の達成

基準外
繰入金

基準内
繰入金

現行使用
料からの

倍率

水量20m3の使
用料イメージ

（税抜き）

ケース１ × 要 要 1.0 2,000円/月

ケース２ 〇 不要 要 1.23 2,460円/月

ケース３ 〇 不要 不要 1.6 3,200円/月
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基本使用料
(1使用月につき)　

超過使用料
(1使用月につき)

排除汚水量 使用料 排除汚水量 使用料

10m3まで 1,000円

10m3を超え30m3まで
1m3につき　

100円

30m3を超え50m3まで 110円

50m3を超え200m3まで 130円

200m3を超え500m3まで 160円

500m3を超える場合 190円

（参考）現在の下水道使用料体系　
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